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島根大学教育学部附属義務教育学校 後期課程における 

学校への携帯電話の持込みに関するガイドライン 

 

令和 6年 10月 22日 

島根大学教育学部附属義務教育学校 

 はじめに  

平成 21 年 1 月 30 日、文部科学省より「学校における携帯電話の取扱い等について（通知）」が発出

され、「小中学校への携帯電話の持込みは原則禁止。高等学校へは原則校内使用制限（授業中禁止、校

内使用禁止）」と示されました。そののち、令和 2年 7月 31日に「学校における携帯電話の取扱い等につ

いて（通知）」が示され、その中で、「中学校においては、これまでどおり、学校における教育活動に直接必

要のない物として、原則禁止としつつ、学校と生徒・保護者との間で一定の条件について合意がなされ、必

要な環境の整備や措置が講じられている場合に限って、持込みを認めるべき」との見解が示されました。 

本校後期課程は、入学選考の出願資格に、「通学時間が約 1時間以内のところに保護者と共に居住し、

自力で通学することができる人」としています。例年、松江市以外から公共交通機関を利用して通学する生

徒が 1割程度おり、これまで通学途中の安全・安心を確保するための対策を検討してきました。 

そこで、文部科学省からの通知等と本校の状況を踏まえて，本校後期課程における学校への携帯電話

の持込みに関するガイドラインを設けることとしました。 

 

 

1 基本方針 

2 携帯電話の範囲・定義 

3 学校への携帯電話の持込みについてのルール 

4 保護者の責任 

5 学校での指導 

6 ガイドラインの見直し 
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1 基本方針  

（1） 文部科学省の通知に基づき、学校への生徒の携帯電話の持込みは、原則禁止とします。 

 

（2） 登下校の安全・安心のために、保護者から別紙「学校への携帯電話の持込みに関する申請書」の提

出があった場合、個別の状況に応じて、例外的に学校への携帯電話の持込みを認めます。 

        ※本校では、以下のこととして活用することを想定しています。 

          ①自然災害等の不測の事態時の連絡手段 

          ②犯罪に巻き込まれた、または、巻き込まれそうなときの緊急の連絡手段 

 

（3） 管理は生徒及び保護者の責任において行います。 

    

（4） 破損及び紛失等のトラブルがあった場合でも、学校は一切の責任を負いません。 

 

（5） （2）の場合、生徒及びその保護者が下記 3「学校への携帯電話の持込みについてのルール」を遵守

することが前提となります。 

 

 

2 携帯電話の範囲・定義  

（1） 本ガイドラインにおける「携帯電話」とは、以下のものをいいます。 

    □フィーチャーフォン（いわゆる「ガラケー」） 

    □スマートフォン 

    □子供向け携帯電話（基本的な通話・メール機能や GPS機能のみを搭載しているもの） 

      ・ドコモキッズケータイ   ・ソフトバンクみまもりケータイ    ・auマモリーノ 

      ・ALSOK まもるっく   など 

      

    ※タブレット型端末については、インターネット回線に接続でき、一部には電話機能を備えているものも

ありますが、その主たる目的が連絡手段にあるとは考え難いことから、インターネット回線への接続

の可否に関わらず、「携帯電話」には含めません。携帯ゲーム機、携帯音楽プレーヤーも同様です。

また、携帯電話等の付属品（イヤホン・ヘッドホン等）も含みません。 
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3 学校への携帯電話の持込みについてのルール  

（1） 学校への携帯電話の持込みについて以下のとおりとします。 

❶ 家を出るときに携帯電話の呼び出し音を OFFにしたうえで、カバンにしまう。 

❷ 登校中から帰宅までは、携帯電話はカバンの中に入れ、災害時や犯罪に巻き込まれる等の

緊急の場合以外では、携帯電話を使わない。校外での学習、校外での部活動時も同様とす

る。 

❸ 校内での管理は、自らの判断により次の中から選択して行う。 

      ・自分のカバンの中に入れる。 

      ・校内に設置してあるダイヤルロック式の貴重品 BOXに入れる。 

         〔設置場所〕1F体育館前廊下 

2Ｆ多目的交流ホール前廊下 

3Fエレベーター前 

武道場 1F 

        ※いずれの場合も携帯用ソフトケースなどに入れ、携帯電話が直接見えないようにす

る。 

❹ 災害等の緊急時以外で、保護者から生徒の携帯電話への連絡はしない。 

 

（2） 生徒が、上記ルールに従わなかった場合は、学校が携帯電話を預かって保護者に直接返却し、学校

と保護者が協力して指導します。 

 

 

4 保護者の責任  

（1）  学校への持込みをする、しないに関わらず、保護者には、生徒に携帯電話を持たせるかどうかの判

断、その管理について責任があります。 

      携帯電話を生徒に持たせるかどうかは、各家庭の方針に従って、その目的や必要性から、保護者が

判断するものです。また、携帯電話を持たせた際には、保護者の責任において、使用方法や使用時間

等の取扱いの管理をすること、使用にともなう危険やトラブル等に関する説明をすること、実際にトラブ

ルが発生したときの対処等が必要となります。 

 

（2）  学校に持込みを申請される場合には、以下の①～④についてご確認ください。 

① 生徒に携帯電話を持たせる際は、使う目的やその必要性、必要な機能等を生徒とともに確認

し、適切な機種や機能を選ぶ。また、使用するアプリケーション等についても、使用前に必ず生徒
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と確認する。 

        ② 生徒が使う携帯電話にはフィルタリングを設定する。また、携帯電話自体に使用制限を設定す

る。日常的に生徒の使用状況を確認し、不適切な使用や長時間の使用をさせないよう、定期的

にフィルタリングソフトや携帯電話の設定を見直す。 

③ 積極的に携帯電話の適切な使い方や危険性について理解を深め、適切な使用方法や使用時

間について、家庭でも指導を行う。 

④ 個人情報の流出や他人による不正な使用を防ぐために、パスワードを設定する等の工夫をす

る。また、パスワードは保護者が必ず知っておく。 

 

 

5 学校での指導  

（1）  学校は、情報機器との向き合い方の指導を行います。 

① 学校における情報モラル教育について、生徒が主体的に考え、互いに話し合う機会や、携帯電

話やインターネットの利活用の在り方やセルフルールを考える機会を提供するなど、実態に応じ

た指導の工夫と充実に努める。 

② 生徒がネット上のいじめや違法有害情報に関する犯罪等の加害者にも被害者にもならないよ 

う指導する。 

 

 

6 ガイドラインの見直し 

（1）  急激な社会の変化がみられる現在にあって、携帯電話の取扱いのガイドラインを中長期的に定める

ことは難しいと考えます。よって、毎年度末を目途にガイドラインの見直しを行います。 

 

補記 

本ガイドラインは、令和 6年 10月 22日より運用を開始します。 
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【参考】 

★スマートフォンや携帯電話の持込みについての文部科学省通知の概要 

通知年 概 要 

2009年 

（H21年 1月） 

「学校における携帯電話の取扱い等について（通知）」 

1）小中学校 携帯電話は原則持込み禁止 

2）高等学校 携帯電話は原則校内使用制限（授業中禁止、校内使用禁止） 

2020年 

（R2年 7月） 

「学校における携帯電話の取扱い等について（通知）」 

1）小中学校 携帯電話は原則持込み禁止 

2）高等学校 携帯電話は原則校内使用制限（授業中禁止、校内使用禁止） 

3）中学校は一定の条件のもと持込みを認めるべき 

 

〈一定の条件 4項目〉 

 ①生徒自らを律することができるようなルールを学校、生徒、保護者が主体的に考 

えること 

 ②学校における管理方法や、紛失等のトラブルが発生した場合の責任の所在が明 

確にされていること 

 ③フィルタリングが保護者の責任のもとで適切に設定されていること 

 ④携帯電話の危険性や使い方に関する指導が学校及び家庭において適切に行わ 

れていること 

 

〔引用・参考文献等〕 

1） 「学校における携帯電話の取扱い等について（通知）」文部科学省（平成 21年 1月 30日） 

2） 「学校における携帯電話の取扱い等に関する調査について（概要）」文部科学省（令和 2年 5月 27日） 

3） 「学校における携帯電話の取扱い等について（通知）」文部科学省（令和 2年 7月 31日） 

4） 「松江市立小・中学校・義務教育学校における携帯電話の取扱いに関するガイドライン」 

松江市教育委員会（令和 2年 11月） 

 


